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福井県若狭町では、地域の農林水産物の有効活用、生産者の所得向上、地域内のネットワー
クづくり等を目標に、学校給食における地場産物の活用を検討していました。一方、若狭町は
中小規模の農業・漁業者が中心で収量が不安定なため、必要量の安定的な確保が難しく、学校
給食における地場産物の活用を進めることが困難でした。
そこで、令和４（2022）年度に地産地消コーディネーター派遣事業を活用し、課題の解決

に向けた取組を行いました。
具体的には、町広報誌上で、学校給食の特集を組み、給食での地場産物活用への理解と納入

に協力できる農業者・漁業者への呼びかけを行うとともに、農業者・漁業者、小売店、JA、
県農林部、福祉事業者、栄養士等を集め、地場産物の活用に向けた意見交換会を実施し、新規
食材の掘り起こしや地場産給食推進の組織づくり等について話合いを行いました。
取組の結果、新たに４品目の地場産物の使用開始、３者の納入事業者の増加等、学校給食で

の地場産物の活用推進につながる結果となりました。さらに、令和５（2023）年度は新たに
１品目が追加される等、地産地消コーディネーターの派遣を契機に地場産物活用の取組がより
一層広がっています。

意見交換会の様子 地場産食材を使用した給食

学校給食における地場産物の活用について
福井県若
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